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下半期破砕不適物売却（単価契約）仕様書 

 

１ 品名  

破砕不適物 

 

２ 規格 

破砕できない金属類（鉄、非鉄） 

参考写真については、別紙１参照 

 

３ 予定搬出量  

約 17,420 ㎏ 

なお、この値は予定搬出量であり、数量に増減があった場合でも 受注者は異議を

申し立てないこととする。 

 

４ 契約期間 

令和７年 10 月１日から令和８年３月 31日まで  

 

５ 搬出場所  

潟上市昭和大久保字大藤崎 1 番地（潟上市クリーンセンター粗大ごみ処理施設） 

  

６ 積込及び搬出可能日並びに時間帯  

(１) 積込及び搬出可能日   

   月曜日から金曜日まで（祝日を除く） 

(２) 時間帯 

８時 30 分から 16 時 30 分まで  

 

７ 搬出用車両  

場内に入場可能なスクラップ等運搬用車両とする。 

また、 運転する際は免許の交付を受けたものが行うこと。 

 

８ 計量方法 

処理施設の計量器（計量器積載面寸法 2,450mm×5,460mm、最大測定重量 15ｔ）

による往路、復路の計量差とする。 

 

９ 契約単位 

契約単位は 1 ㎏当たりとする。 
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１０ 搬出実績の報告 

受注者は回収した破砕不適物の引渡し重量を月単位で集計し、翌月の５日（５日

が休業日の場合は、その翌営業日）までに地域づくり課クリーンセンターに報告書

を提出するものとする。 なお、報告書は、業務終了後１年間保存するものとする。 

 

１１ 提出書類 

受注者は、契約締結後、最初の搬出日までに次の書類等を提出しなければならな

い。 

(１) 車検証の写し 

(２) 緊急時連絡網 

(３) 作業従事者名簿 

(４) その他発注者が提出を求めた書類 

 

１２ その他 

(１) 受注者は、この契約により生じる権利又は義務を第三者に譲渡してはならない。 

(２) 受注者は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び関係法令を遵守し業務に当 

たること。 

(３) 再資源化処理過程で発生した廃棄物については、受注者の責任において適正に

処理すること。 

(４) 搬出物は、マテリアル原料としての目的以外に使用しないこと。 

(５) 受注者は、搬出作業時に施設及び設備に損壊等を及ぼしたとき、直ちに発注者

に報告するとともに、必要な応急処置を講じ、受注者の負担で原状回復すること。

また、第三者に損害を及ぼしたときは、受注者がその損害を賠償しなければなら

ない。 

(６) この仕様書に定めのない事項については、必要に応じて協議して定めるものと

する。 



別紙１

№ 1

№ 2

№ 3

破砕不適物

破砕不適物

蛇口、真鍮製品等

ﾌﾟﾚｰﾄ、鉄瓶等

破砕不適物

刃物等



№ 4

№ 5

№ 6

電動工具等

破砕不適物

ｹｰﾌﾞﾙ類

破砕不適物

破砕不適物

ﾍﾞｯﾄｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ、ﾎﾟｰﾙ等


